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　重症化の予兆を発見する臨床評価ツールとして，「早期警戒スコア National Early Warning 























価 ツ ー ル「 早 期 警 戒 ス コ ア National Early 
Warning Score（以下 NEWS ２））」（表１）や「修
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３ ２ １ ０ １ ２ ３
呼吸数 ＜８ ９～ 11 12 ～ 20 21 ～ 24 ＞ 25
SPO2 ＜ 91 92 ～ 93 94 ～ 95 ＞ 96
酸素投与 あり なし
体温 ＜ 35.0 35.1 ～ 36.0 36.1 ～ 38.0 38.1 ～ 39.0 ＞ 39.1
血圧 ＜ 90 91 ～ 100 101 ～ 110 111 ～ 219 ＞ 220
脈拍 ＜ 40 41 ～ 50 51 ～ 90 91 ～ 110 111 ～ 130 ＞ 131
意識状態 A V, P, U
A: 覚醒　V: 声掛けに反応　P: 刺激で反応　U: 反応なし
図１a 図３a
図４a図２a
　 ７時間前 ４時間前 状態悪化時
呼吸数 ０ ２ ３
SPO2 ０ ０ ３
酸素投与 ２ ２ ２
体温 ０ ０ ０
血圧 １ １ ３
脈拍 ２ ２ ３
意識状態 ３ ３ ３
合計 ８ 10 17
　 ７時間前 ３時間前 状態悪化時
呼吸数 ３ ３ ３
SPO2 ０ １ ２
酸素投与 ２ ２ ２
体温 １ ２ （−）
血圧 ０ ２ ３
脈拍 ２ ２ １
意識状態 ０ ３ ３
合計 ８ 15 14
　 ８時間前 ７時間前 ２時間前 10 分前 状態悪化時
呼吸数 ３ ３ ３ ３ （−）
SPO2 （−） ０ ０ ２ ３
酸素投与 ２ ２ ２ ２ ２
体温 ０ ０ ０ ０ （−）
血圧 ０ ０ ０ ０ １
脈拍 ０ １ ３ ２ ２
意識状態 ０ ０ ０ ０ ０
合計 ５ ６ ８ ９ 11
　 ８時間前 ７時間前 ５時間前 状態悪化時
呼吸数 ３ ３ ３ ３
SPO2 ２ ２ ０ ０
酸素投与 ２ ２ ２ ２
体温 ０ ０ ０ １
血圧 ０ ０ ０ １
脈拍 ３ ２ ２ ２
意識状態 ３ ３ ３ ３






　 ４時間前 2 時間前 状態悪化時
呼吸数 ３ ３ （−）　
SPO2 ０ 3 ０
酸素投与 ２ ２ ２
体温 ０ ０ ０
血圧 ０ （−） 3
脈拍 １ （−） （−）
意識状態 3 3 （−）
合計 ９ 11 ５
　 ８時間前 3 時間前 状態悪化時
呼吸数 3 ２ ２
SPO2 １ １ ３
酸素投与 ２ ２ ２
体温 ０ ０ （−）
血圧 ２ ２ 3
脈拍 １ １ ０
意識状態 ０ ０ 3
合計 ９ ８ 13
　 ６時間前 ５時間前 ２時間前 状態悪化時
呼吸数 （−） （−）　 　（−） （−）
SPO2 ０ ０ ０ （−）
酸素投与 ２ ２ （−） （−）
体温 ０ （−） （−） ０
血圧 ０ ０ ０ ０
脈拍 １ １ ０ ０
意識状態 ０ （−） （−） （−）










Ｏ）Bp 低下なく Nad 続行中．21:00 頃から HRST
























　　朝方にかけてベンチュリーマスク 50％ 15L で
























Ｏ）呼吸平静だが，20 回 / 分以上の頻呼吸続いて
いる．喘鳴・肺雑音なし








120 回 / 分へ上昇する．レペタン使用後は圧痛






Ｏ）16 時 20 分ごろ，右内径より VA カテーテル挿
入開始．途中何度も声掛けしながら反応確認．
返答や握手行えていた














































CO2 蓄積しており酸素，2L に減量し，再度 8:03
に再検した．その結果を濱島 Dr へ報告し酸素
1L へ減量した
Ｏ）経鼻酸素で SPO2 値指示内，ABG 上 CO2 貯
留あり 0.5 ～ 0.7Ld 調節行う．呼吸変わらず促
迫である．





症例 呼吸 SPO2 酸素投与 体温 血圧 脈拍 意識状態
１ - - - - - - 〇
２ 〇 - - - - 〇 〇
３ 〇 - - - - - -
４ 〇 - - - - - -
５ ４時間前の評価のみ
６ 評価もれ - - - - - -
７ 〇 - - - - - -
合計 ４症例 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし １症例 ２症例
A
B Ｏ）自己排痰できず，吸引にて白色粘稠痰回収
Ｏ）酸素化徐々に不良となるためベンチュリ―９L
にて SPO2 改善
C
D Ｏ）高熱のためか意識朦朧としている様子
　　声かけには緩慢ながらも返答あり
